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高速液体クロマトグラフィー（HPLC）における 
分析及び条件設定～平成 23 年度分野別研修の事例～ 
 
総合技術センター  













































































































４．分析事例 ～平成 23 年度分野別研修～ 
４－１．分析条件 
1) 使用機器 




図 2 島津 Prominence 
［仕様・特徴］ 
 流量設定範囲：0.001〜10ml/min 
 PDA 検出器：測定波長範囲 190〜800nm 
 示差屈折率検出器：測定範囲 1〜1.75RIU 
 蛍光検出器：測定波長範囲 200〜750nm、
ラマンピーク S/N 2000 以上 







A：0.1％ギ酸 in MilliQ 水        






































  流速：1.0ml/min 
  カラム温度：室温 
 
４－２．分析結果 
1) サンプル No.1 の分析結果 
クロマトグラムを図 3 に示す。トリペレナ




time は 23.71min、Intensity は 21mAU
（254nm）、607mAU（215nm）、であった。






図 3 サンプル No.1 のクロマトグラム 
 
2) サンプル No.2 の分析結果 
 クロマトグラムを図 4 に示す。アンギオテ
































基礎生化学実験法第 3 巻「タンパク質 Ⅰ．
検出・構造解析法」（東京化学同人、日本生化
学会編、2001 年） 
